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Molcer とは？　目次なにができるの基本操作？

Molcer は、3D化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 オブジェクトを開く表示するためのソフトウェアです。 です。 

3次元画像表示ソフトウェア ソフトウェア Molcer とは

1. はじめに

機能一覧

出力
・STL） ボクセルを開くデータを開く連続断面画像を開くとして出力（出力（サーフェイス・STL）ボクセルを開く出力）
・STL） ポリゴンによる操作データを開くSTL/OBJ形式で出力（で出力（サーフェイス・STL）ポリゴンによる操作出力）

・STL） 3Dオブジェクトの外形表示（サーフェイス・STL）サーフェイスによる操作レンによる操作ダリンによる操作グ）
・STL） 3Dオブジェクトの透過マップ）表示（サーフェイス・STL）ボリュームレンによる操作ダリンによる操作グ）
・STL） ポリゴンによる操作データの、描画方法・STL）色の変更・表示切り替え（メインコントロール）の変更・STL）表示切り替え（メインコントロール）替え（メインコントロール）え（サーフェイス・STL）メインによる操作コンによる操作トロールを開く）
・STL） スによる操作ケールを開くバーの表示
・STL） 3Dオブジェクト切断面を開く自由に変更に変更
・STL） 3Dオブジェクトの回転・STL）移動・STL）拡大きさ縮小
・STL） 複数のの3Dオブジェクトを開く並べて表示・同期可能べて出力（表示・STL）同期可能

表示ソフトウェア 

入力
・STL） 大きさ容量データのデータの1/2、1/4読み込みみ上書き保存込みみ上書き保存
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ファイルを開く開くく
以下のの4通りの方法でファイルを開くことができます。り替え（メインコントロール）の方法でファイルを開くを開く開くくことができます。
・STL） Molcer ファイルを開く（サーフェイス・STL）拡張子 ".mol" mol" ）を開くダブルを開くクリックする
・STL） MolcerPlus 本体 のアです。 イコンによる操作の上に、Molcer ファイルを開くを開くドラッグアです。 ンによる操作ドドロップする
・STL） MolcerPlus 本体を開く起動後、ウインによる操作ドウ領域の大きさに Molcer ファイルを開くを開くドラッグアです。 ンによる操作ドドロップする
・STL） MolcerPlus 本体を開く起動後、[ファイルを開く（サーフェイス・STL）F）] メニューから [開くく（サーフェイス・STL）O）] を開く選択し、し、Molcer ファイルを開くを開く選ぶ

2. Molcer Plus の基本操作基本操作

[ファイルを開く（サーフェイス・STL）F）] メニュー の [連続断面画像を開くを開く開くく（サーフェイス・STL）F）] から、ダイアです。 ログを開く表示します。 

連続断面画像を開く開くく

[画像を開く選択し、] を開く押して、断面画像の入っているフォルして出力（、断面画像を開くの入っているフォルって出力（いるフォルを開く
ダを開く開くき、その中からファイルを一つ選びます。からファイルを開くを開く一つ選びます。つ選びます。選びます。
[OK] で、CTデータが表示されます。

対応しているファイル形式は、して出力（いるファイルを開く形式で出力（は、jpg, png, bmp, 

tif (8bit, 16bit), DICOM です。DICOM に関しては拡して出力（は拡
張子がないファイルを開くも読み込めます。読み込みみ上書き保存込みめます。

[画像を開くの読み込みみ上書き保存込みみ上書き保存順を逆にするを開く逆にするにする] にチェックを開く入っているフォルれると、断面画像を開くを開く
逆にする方向から読み込みます。から読み込みみ上書き保存込みみ上書き保存ます。

通りの方法でファイルを開くことができます。
常

逆にする
方
向から読み込みます。

ファイルを開く番号大きさ

ファイルを開く番号小

断面画像

サイズ設定ファイルがないフォルダの断面画像ファイルを設定ファイルを開くがないフォルを開くダの断面画像を開くファイルを開くを開く
選択し、した場合は、データ設定のダイアログが開きます。は、データ設定のダイアです。 ログが開くきます。
[データ設定] に関しては拡して出力（は「5.8.データ設定」を開く参照して下して出力（下の
さい。
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逆にする方向から読み込みます。から読み込みみ上書き保存込みむと、元データの鏡像として表示されます。データの鏡像を開くとして出力（表示されます。

回転

回転

左右のの基本操作
 鏡像

前後の鏡像の基本操作鏡像 逆方向からから
　目次　目次　目次読み込むみ込む込むむ

上下の鏡像の基本操作鏡像

molcer fileの基本操作み込む上書き保存き保存
[ファイルを開く（サーフェイス・STL）F）] メニュー の [molcer file のみ上書き保存上書き保存き保存（サーフェイス・STL）W）] で、molcerファイルを開くのみ上書き保存上書き保存き保存します。 
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画面上の基本操作ボタンによる操作

ファイルを開くを開く開くくと、右のような画面が表示されます。のような画面が表示されます。
右のような画面が表示されます。下のの白枠を表示で囲んだ部分に、操作に使うボタンが並んんだ部分に、操作に使うボタンが並ん部分に、操作に使うボタンが並んに、操作に使うボタンが並んうボタンによる操作が並べて表示・同期可能ん
でいます。 

① ホーム

白枠を表示部分に、操作に使うボタンが並んを開く拡大きさしたも読み込めます。のです。
以下の、番号順を逆にするに説明していきます。して出力（いきます。
（サーフェイス・STL）ファンによる操作クションによる操作キーにも読み込めます。対応しているファイル形式は、して出力（
います）

操作により替え（メインコントロール）動かした3Dオブジェクトを開く初期位置に戻します。（します。（サーフェイス・STL）F2キー)

② 回転 表示された3Dオブジェクトを開く時に切断平面を固定計回り替え（メインコントロール）（サーフェイス・STL）F3キー）、または反時に切断平面を固定計回り替え（メインコントロール）（サーフェイス・STL）F4キー）
に回転させます。

全体表示ソフトウェア 時
全体が表示されて出力（いる状態を示します。を開く示します。
押して、断面画像の入っているフォルすとボタンによる操作が変化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 し、切断されたオブジェクトが表示されます。

切断表示ソフトウェア 時
切断されたオブジェクトが表示されて出力（いることを開く示します。
押して、断面画像の入っているフォルすとボタンによる操作が変化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 し、全体表示に戻します。（り替え（メインコントロール）ます。

オブジェクト操作時
現在、切断されたオブジェクトを開く操作できる状態を示します。です。
断面は固定されたままです。
押して、断面画像の入っているフォルすとボタンによる操作が変化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 し、切断平面を開く操作できるようになり替え（メインコントロール）ます。

切断平面操作時
切断平面を開く自由に変更に動かして出力（断面を開く変更できる状態を示します。であることを開く示します。
押して、断面画像の入っているフォルすとボタンによる操作が変化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 し、オブジェクト操作状態を示します。に戻します。（り替え（メインコントロール）ます。

③ 全体・切断表示ソフトウェア 切り替え替ええ

④ 切断表示ソフトウェア 時の基本操作操作対象切り替え替ええ

⑥ 削除 ボタンによる操作が有効になっている場合、になって出力（いる場合は、データ設定のダイアログが開きます。、現在の操作対象となっているとなって出力（いる3Dオブジェクトを開く
消去します。します。

⑦ 動画コントロール
時に切断平面を固定系列データの場合に、再生・停止・コマ送りをデータの場合は、データ設定のダイアログが開きます。に、再生・STL）停止・STL）コマ送りをり替え（メインコントロール）を開く
行います。います。

（サーフェイス・STL）F5キー）

⑧ フレンド このボタンによる操作が有効になっている場合、になって出力（いる場合は、データ設定のダイアログが開きます。、現在表示されて出力（いる3Dオブジェクトを開く別のの
オブジェクトに切り替え（メインコントロール）替え（メインコントロール）えられます。（サーフェイス・STL）F8キー）

（サーフェイス・STL）F6キー）

回転中心変更不可 押して、断面画像の入っているフォルすとボタンによる操作が変化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 し、回転中からファイルを一つ選びます。心が表示されます。が表示されます。

回転中心変更可
回転中からファイルを一つ選びます。心が表示されます。が変更可能な状態を示します。です。
クリックした位置に回転中からファイルを一つ選びます。心が表示されます。が移動します。
押して、断面画像の入っているフォルすとボタンによる操作が変化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 して出力（回転中からファイルを一つ選びます。心が表示されます。が消え、通りの方法でファイルを開くことができます。常時に切断平面を固定に戻します。（り替え（メインコントロール）ます。

⑤ 回転中心変更可不可切替ええ （サーフェイス・STL）F7キー）

⑧
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マウスによる操作による操作

切断されて出力（いるかいないかに関しては拡わらず、3Dオブジェクトはマウスによる操作操作により替え（メインコントロール）回転・STL）移動・STL）拡大きさ縮小させることが
できます。

オブジェクトの回転：
マウスによる操作左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。ボタンによる操作を開く押して、断面画像の入っているフォルしながら、マウスによる操作を開くドラッグします。ドラッグの方向から読み込みます。に回転します。
回転させながらボタンによる操作を開く離すと、そのまま回転し続けます。すと、そのまま回転し続けます。

オブジェクトを開く時に切断平面を固定計・STL）反時に切断平面を固定計回り替え（メインコントロール）に回転：
マウスによる操作左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。ボタンによる操作を開く押して、断面画像の入っているフォルしながらマウスによる操作ホイールを開くを開く手前側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。に回すと、オブジェクトが時に切断平面を固定計回り替え（メインコントロール）に回転します。
同様に、マウス左ボタンを押しながらマウスホイールを奥側に回すと、オブジェクトが反時計回りに回転します。に、マウスによる操作左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。ボタンによる操作を開く押して、断面画像の入っているフォルしながらマウスによる操作ホイールを開くを開く奥側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。に回すと、オブジェクトが反時に切断平面を固定計回り替え（メインコントロール）に回転します。

オブジェクトの上下の左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。右のような画面が表示されます。への移動：
マウスによる操作右のような画面が表示されます。ボタンによる操作を開く押して、断面画像の入っているフォルしながらマウスによる操作を開くドラッグすると、ドラッグの方向から読み込みます。に移動します。
移動させながらボタンによる操作を開く離すと、そのまま回転し続けます。すと、そのまま移動し続けます。

オブジェクトの拡大きさ縮小：
マウスによる操作ホイールを開くを開く奥側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。に回すと、オブジェクトが拡大きさします。
反対に、マウスによる操作ホイールを開くを開く手前側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。に回すと、オブジェクトが縮小します。

オブジェクトの切断平面も読み込めます。、マウスによる操作操作で動かすことができます。

切断平面の回転：
マウスによる操作左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。ボタンによる操作を開く押して、断面画像の入っているフォルしながらマウスによる操作を開くドラッグすると、ドラッグの方向から読み込みます。に切断平面が回転します。

切断平面の平行います。移動：
マウスによる操作ホイールを開くを開く回転させると、動きにとも読み込めます。なって出力（切断平面が平行います。に移動します。

3Dオブジェクト全体、または切断されたまたは切断された3Dオブジェクトを開く操作する

切断平面を開く操作する

フルスによる操作クリーン表示ソフトウェア 
キーボードの [F11] F11] キーにより替え（メインコントロール）、フルを開くスによる操作クリーンによる操作表示と通りの方法でファイルを開くことができます。常表示を開く切り替え（メインコントロール）替え（メインコントロール）えることができます。
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3.1. 描画設定

回転中からファイルを一つ選びます。心が表示されます。起点で奥と手前をカットして表示します。で奥と手前を開くカットして出力（表示します。

[F11] 適用範囲んだ部分に、操作に使うボタンが並ん] でカットする範囲んだ部分に、操作に使うボタンが並んの大きさきさを開く指定します。

回転中心より替え奥と手前を表示しないと手前を開く表示ソフトウェア しない

[F11] 設定（サーフェイス・STL）P）] メニューから [F11] 描画設定（サーフェイス・STL）R）] を開く選択し、すると、左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。のよ
うなダイアです。 ログが表示されます。
チェックボックスによる操作やコンボボックスを選択することにより、画面描コンによる操作ボボックスによる操作を開く選択し、することにより替え（メインコントロール）、画面描
画に関しては拡する各種設定を開く変更します。

3. 「設定」メニューメニュー

3Dオブジェクトに影をつけることができます。を開くつ選びます。けることができます。
より替え（メインコントロール）リアです。 ルを開くに見えます。えます。
[F11] 断面にふたを開くする] にチェックが入っているフォルって出力（いる時に切断平面を固定
のみ上書き保存、この機能を開く使うボタンが並ん用することができます。

オブジェクトの種類によっては、設定しても影によって出力（は、設定して出力（も読み込めます。影をつけることができます。
がつ選びます。かない場合は、データ設定のダイアログが開きます。も読み込めます。あり替え（メインコントロール）ます。
影をつけることができます。を開く描画すると、しないときに比べて描画速度べて出力（描画速度
が低下のします。 

影を表示を開く表示ソフトウェア 

影をつけることができます。なし 影をつけることができます。あり替え（メインコントロール）

断面にふたを開くする

切断表示時に切断平面を固定のオブジェクトの切断部を開くふさぎます。ボ
クセルを開くデータがある場合は、データ設定のダイアログが開きます。はボクセルを開くデータを開く描画しま
す。

メインによる操作コンによる操作トロールを開くの [F11] ユニット設定] で個々のユニッのユニッ
トにつ選びます。いて出力（適用を開く強制的に解除することも出来ます。に解除することも出来ます。することも読み込めます。出来ます。ます。

ふたなし ふたあり替え（メインコントロール）
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投影を表示法

以下のの2種類によっては、設定しても影を開く選択し、できます。

透視投影をつけることができます。：
遠くにあるものほど小さく描画され、くにあるも読み込めます。のほど小さく描画され、小さく描画され、
遠くにあるものほど小さく描画され、近感が生まれます。が生まれます。

正投影をつけることができます。：
近いも読み込めます。のも読み込めます。遠くにあるものほど小さく描画され、いも読み込めます。のも読み込めます。一つ選びます。定の長さで表さで表
示されます。
高さ・幅・奥行きを正確に知りたいとさ・STL）幅・STL）奥行います。きを開く正確に知りたいとに知りたいとり替え（メインコントロール）たいと
きに便利です。遠近感はありません。 です。遠くにあるものほど小さく描画され、近感が生まれます。はあり替え（メインコントロール）ません。 

正投影をつけることができます。 透視投影をつけることができます。

有効になっている場合、にすると、霧がかかったような状態になり、がかかったような状態を示します。になり替え（メインコントロール）、
物体が視点で奥と手前をカットして表示します。から離すと、そのまま回転し続けます。れるほど小さく描画され、背景に溶け込んでいくに溶け込んでいくけ込みんでいく
ように描画されます。

デプスによる操作キュー(フォグ)有効

デプスによる操作キューなし デプスによる操作キューあり替え（メインコントロール）

切断された領域の大きさを開く半透明していきます。の描画方式で出力（で表示します。

メインによる操作コンによる操作トロールを開くの [F11] ユニット設定] で個々のユニッのユニッ
トにつ選びます。いて出力（適用を開く強制的に解除することも出来ます。に解除することも出来ます。したり替え（メインコントロール）、描画方式で出力（を開く変更
することも読み込めます。出来ます。ます。

切断された領域を半透明表示を開く半透明表示ソフトウェア 

オブジェクト連動時に上下の鏡像左右のを開くカット

[F11] オブジェクトを開く連動] 時に切断平面を固定にオブジェクトがはみ上書き保存出した部分に、操作に使うボタンが並んを開くカットして出力（表示します。
コンによる操作ボボックスによる操作で適用有無と範囲を指定します。と範囲んだ部分に、操作に使うボタンが並んを開く指定します。

光源の位置の基本操作位置

[F11] 右のような画面が表示されます。上]  [F11] 左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。上]  [F11] 右のような画面が表示されます。下の]  [F11] 左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。下の] の4種類によっては、設定しても影が指定できます。

ホームボタンアニメーション

ホームボタンによる操作を開く押して、断面画像の入っているフォルした時に切断平面を固定にオブジェクトがアです。 ニメーションによる操作します。
コンによる操作ボボックスによる操作で適用有無と範囲を指定します。と速度を開く指定します。

半透明していきます。表示なし 半透明していきます。表示あり替え（メインコントロール）
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3.2. 枠を表示を開く表示ソフトウェア 

枠を表示なし

[F11] 設定（サーフェイス・STL）P）] メニューから [F11] 枠を表示を開く
表示（サーフェイス・STL）F）] を開く選択し、すると、オブ
ジェクトを開く見えます。やコンボボックスを選択することにより、画面描すくするために、
枠を表示を開く表示することができます。

枠を表示あり替え（メインコントロール）

3.3. オブジェクト回転時に切断平面を開く固定
[F11] 設定（サーフェイス・STL）P）] メニューから [F11] オブジェクト回転時に切断平面を固定に切断平面を開く固定（サーフェイス・STL）O）] を開く選択し、して出力（チェックを開く入っているフォルれる
と、オブジェクト回転時に切断平面を固定に、切断平面を開く固定したままオブジェクトのみ上書き保存が回転します。
チェックがない場合は、データ設定のダイアログが開きます。は、切断平面とオブジェクトが同期して出力（回転します。 

3.4. オブジェクトを開く連動

[F11] 設定（サーフェイス・STL）P）] メニューから [F11] オブジェクトを開く連動（サーフェイス・STL）C）] を開く選択し、
すると、画面上のすべて出力（のオブジェクトが現在選択し、して出力（いるオ
ブジェクトと連動して出力（動くようになり替え（メインコントロール）ます。 

3.5. 描画領域を半透明表示の基本操作大きさきさ
描画領域の大きさとは、ウインによる操作ドウ中からファイルを一つ選びます。の黒い部分のことを指します。 い部分に、操作に使うボタンが並んのことを開く指します。 

[F11] 設定（サーフェイス・STL）P）] メニューから [F11] 描画領域の大きさの大きさきさ（サーフェイス・STL）A）] を開く選択し、すると、
左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。のようなダイアです。 ログが表示されます。
[F11] 適用] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと幅と高さ・幅・奥行きを正確に知りたいとさを開くピクセルを開く単位で設定できます。 
[F11] 幅] と [F11] 高さ・幅・奥行きを正確に知りたいとさ] は実際の描画領域の大きさと連動して表示されます。の描画領域の大きさの大きさきさと連動して出力（表示されます。

高
さ

幅
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y

x
3.7. スによる操作ケールバー

[F11] 設定（サーフェイス・STL）P）] メニューから [F11] スによる操作ケールを開くバー（サーフェイス・STL）Ｉ）] を開く選択し、すると、右のような画面が表示されます。のような
ダイアです。 ログが表示されます。
[F11] 枠を表示の大きさきさ] は、[F11] 枠を表示・STL）矢印表示] で枠を表示を開く表示したときの枠を表示一つ選びます。辺の長さを示しの長さで表さを開く示し
て出力（います。
[F11] 環境設定] の [F11] 大きさ容量データのデータ対策] を開く使うボタンが並ん用して出力（いる場合は、データ設定のダイアログが開きます。は、[F11] 枠を表示の大きさきさ] の
直下のに縮小サイズ設定ファイルがないフォルダの断面画像ファイルをが表示されます。
[F11] 表示する] にチェックを開く入っているフォルれると、描画領域の大きさ内にスケールバーを表示しまにスによる操作ケールを開くバーを開く表示しま
す。

[F11] 位置] と [F11] 長さで表さ] を開く入っているフォル力後に [F11] 適用] を開く
押して、断面画像の入っているフォルすとスによる操作ケールを開くバーの表示を開く変更でき
ます。[F11] 単位] は nm, um, mm, cm, m 
から選択し、できます。

[F11] 描画設定] の [F11] 投影をつけることができます。法] が正投影をつけることができます。のとき
のみ上書き保存使うボタンが並ん用できます。

3.6. 位置設定
[F11] 設定（サーフェイス・STL）P）] メニューから [F11] 位置設定（サーフェイス・STL）P）] を開く選択し、すると、以下ののようなダイアです。 ログが表示されます。
オブジェクトと切断平面の位置やコンボボックスを選択することにより、画面描角度を開く指定できます。

[F11] ワールを開くド座標] では、縦方向から読み込みます。 （サーフェイス・STL）y軸） か横方向から読み込みます。 （サーフェイス・STL）x軸） 
ど小さく描画され、ちらか短い方の座標を い方の座標を開く 1 から -1 で、長さで表い方を開く短い方の座標を い方
で規格化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 した座標で、表示して出力（います。 

数の値入っているフォル力後に [F11] 適用] ボタンによる操作を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、[F11] ホーム値] および [F11] 現在値] が
変更されます。[F11] 現在値] はオブジェクトまたは切断平面を開く動かすと、
リアです。 ルを開くタイムに更新されます。されます。[F11] ホーム値] はホームボタンによる操作を開く押して、断面画像の入っているフォルした際の描画領域の大きさと連動して表示されます。
に使うボタンが並ん用されます。

[F11] 現在値を開くホーム値にする] ボタンによる操作を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、[F11] 現在値] の値が [F11] ホーム
値] にコピーされます。

[F11] マウスによる操作画面座標] は、描画領域の大きさの左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。下の隅を を開く (x=0, y=0) x=0, y=0) として出力（、マウ
スによる操作ポインによる操作タの位置を開く x - y 座標系で表示して出力（います。

[F11] ファイルを開くで保存] ボタンによる操作を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、設定値が保存できます。
保存したファイルを開くは、[F11] ファイルを開く読み込みみ上書き保存込みみ上書き保存] で読み込みみ上書き保存込みむことができま
す。 

+1

-1

+- ―y
x

―y
x
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3.8 環境設定

[F11] 設定（サーフェイス・STL）P）] メニューから [F11] 環境設定（サーフェイス・STL）Z）] を開く選択し、すると、以下ののようなダイアです。 ログが表示されます。

お使うボタンが並んいのパソコンによる操作のメモリによって出力（は、各種操作にメモリエラーが出る場合は、データ設定のダイアログが開きます。があり替え（メインコントロール）ます。
そのときは、[F11] 環境設定] の [F11] 大きさ容量データのデータ対策] にチェックを開く入っているフォルれ、データサイズ設定ファイルがないフォルダの断面画像ファイルをを開く制限します。
[F11] OK] を開く押して、断面画像の入っているフォルしたのち、ファイルを開くを開くも読み込めます。う一つ選びます。度開くき直して出力（くだ部分に、操作に使うボタンが並んさい。
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4.1. 回転
[F11] ツールを開く（サーフェイス・STL）T）] メニューから [F11] 回転（サーフェイス・STL）R）] を開く選択し、すると、以下ののようなダイアです。 ログが表示されます。

4. 「ツール」メニューメニュー

回転では、マウスによる操作操作ではなくボタンによる操作を開く使うボタンが並んうことでオブジェクトを開く回転させることができます。
１クリックにつ選びます。き、[F11] 90度] にチェックが入っているフォルって出力（いる場合は、データ設定のダイアログが開きます。は90度、入っているフォルって出力（いない場合は、データ設定のダイアログが開きます。は [F11] 角度] で指定した任意の角度での角度で
回転させることが可能です。 
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5.1. ユニットとは

3Dオブジェクトは、その内にスケールバーを表示しま容に基づきいくつかの部品に分かれることがあります。づきいくつ選びます。かの部品に分かれることがあります。に分に、操作に使うボタンが並んかれることがあり替え（メインコントロール）ます。
その部品に分かれることがあります。を開くユニットと呼びます。びます。

以下のに、主なユニットを説明しますなユニットを開く説明していきます。します
ボクセルを開く；

ボクセルを開くデータを開くボリュームレンによる操作ダリンによる操作グで表示したも読み込めます。の
ボクセルを開くサーフェイスによる操作；

ボクセルを開くデータを開くサーフェイスによる操作レンによる操作ダリンによる操作グで表示したも読み込めます。の
サーフェイスによる操作；

ボクセルを開くデータから作成したポリゴンしたポリゴンによる操作
STL；

STL ファイルを開くから作成したポリゴンしたポリゴンによる操作
プリミティブ；

基づきいくつかの部品に分かれることがあります。本的に解除することも出来ます。な形状ポリゴンによる操作

5. メインコントロール

5.2. ユニット操作

メインによる操作コンによる操作トロールを開くではユニット一つ選びます。覧が表示され、選択したユニットに対してが表示され、選択し、したユニットに対して出力（表示有無と範囲を指定します。の設定、ユニット名・STL）描
画方式で出力（・STL）色の変更・表示切り替え（メインコントロール）の変更ができます。また選択し、中からファイルを一つ選びます。のユニットが参照して下して出力（いるデータのファイルを開くパスによる操作が表示されます。
[F11] 環境設定] の [F11] 大きさ容量データのデータ対策] を開く使うボタンが並ん用して出力（いる場合は、データ設定のダイアログが開きます。は、縮小サイズ設定ファイルがないフォルダの断面画像ファイルをが表示されます。

ユニットを開く表示するかしないかを開く、左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。端にあるチェックにあるチェック
ボックスによる操作で制御できます。できます。[F11] 全表示] と [F11] 全非表示] によ
り替え（メインコントロール）、全ユニットへの一つ選びます。括設定も読み込めます。できます。



15

[F11] ボクセルを開くサーフェイスによる操作]・STL）[F11] サーフェイスによる操作] [F11] STL] ユニットの
表面は三角形（サーフェイス・STL）サーフェイスによる操作ポリゴンによる操作）の集合は、データ設定のダイアログが開きます。で描画されて出力（い
ます。
[F11] 描画方式で出力（] は、以下のの５種類が選択できます：種類によっては、設定しても影が選択し、できます：
　A　サーフェイスによる操作ポリゴンによる操作を開く不透明していきます。で表示
　B　サーフェイスによる操作ポリゴンによる操作を開く半透明していきます。で表示
　C　サーフェイスによる操作ポリゴンによる操作の頂点で奥と手前をカットして表示します。のみ上書き保存を開く半透明していきます。で表示
        視線に対し平行な面が強調されて描画されます。に対し平行います。な面が強調されて描画されます。されて出力（描画されます。
　D　サーフェイスによる操作ポリゴンによる操作の辺の長さを示しのみ上書き保存を開く半透明していきます。で表示
        ど小さく描画され、のように三角形が張られて出力（いるかが確に知りたいと認できでき
        ます。
　Ｅ　Ａ＋Ｄ

C 拡大きさ D 拡大きさ

[F11] ボクセルを開く] ユニットの [F11] 描画方式で出力（] は、以下のの3種類によっては、設定しても影から選択し、します：

　A　後ろの色の変更・表示切り替え（メインコントロール）に前の色の変更・表示切り替え（メインコントロール）を開く加算して表示して出力（表示 (x=0, y=0) =alpha blending))
　B　後ろの色の変更・表示切り替え（メインコントロール）と前の色の変更・表示切り替え（メインコントロール）を開く比べて描画速度較して大きい方を表示（して出力（大きさきい方を開く表示（サーフェイス・STL）=maximum intensity projection, MIP）
　C　カラー透過マップ）マップ

その他の変更は、一つ選びます。覧が表示され、選択したユニットに対しての下のの部分に、操作に使うボタンが並んで行います。います。

[F11] ユニット名] [F11] 描画方式で出力（] [F11] 不透明していきます。度] [F11] 色の変更・表示切り替え（メインコントロール）] を開く編集する
と更新されます。されます 。[F11] 戻します。（る] で[F11] 色の変更・表示切り替え（メインコントロール）] を開く1つ選びます。前の設定に戻します。（し
ます。
[F11] 不透明していきます。度] は [F11] 描画方式で出力（] がB・STL）C・STL）Dの時に切断平面を固定に有効になっている場合、とな
り替え（メインコントロール）ます。

[F11] 一つ選びます。時に切断平面を固定保存] でユニット全体の [F11] 色の変更・表示切り替え（メインコントロール）] 設定を開く保存するこ
とも読み込めます。できます。[F11] ロード] で保存した設定を開く復元データの鏡像として表示されます。しま
す。
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5.3. ユニット設定（サーフェイス・サーフェイスによる操作・STL）
メインによる操作コンによる操作トロールを開くから [F11] 設定] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、[F11] サーフェイスによる操作] ・STL）[F11] STL] ユニットの場合は、データ設定のダイアログが開きます。は以下ののようなダイアです。 ログが表示さ
れます。[F11] ボクセルを開くサーフェイスによる操作] ユニットの場合は、データ設定のダイアログが開きます。も読み込めます。同じ項目が含まれるため、本項で解説します。項目が含まれるため、本項で解説します。が含まれるため、本項で解説します。まれるため、本項で解説します。

[F11] 断面にふたを開くする・STL）強制off] ] は選択し、されたユニットに対して出力（ [F11] 描画設定] での指
定を開く無と範囲を指定します。効になっている場合、化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 します。

[F11] 切断された領域の大きさを開く半透明していきます。表示・STL）強制off] ] は選択し、されたユニットに対して出力（ [F11] 描画
設定] での指定を開く無と範囲を指定します。効になっている場合、化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 します。
[F11] 描画方式で出力（] と [F11] 不透明していきます。度] は、切断された領域の大きさの表示方法を開く指定します。

いずれも読み込めます。、[F11] 描画設定] で指定され、なおかつ選びます。描画可能な描画方式で出力（の時に切断平面を固定のみ上書き保存有効になっている場合、に
なり替え（メインコントロール）ます。

5.4. ユニット設定（サーフェイス・ボクセルサーフェイスによる操作）

[F11] 上側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。境界値] と [F11] 下の側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。境界値] 変更後に [F11] 適用] 
を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、等値面の値域の大きさを開く指定できます。
ウインによる操作ドウ左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。に表示されて出力（いるヒスによる操作トグラム上
でマウスによる操作ドラッグして出力（変更することも読み込めます。できま
す。
[F11] 上側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。境界値] は緑の線に対し平行な面が強調されて描画されます。、[F11] 下の側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。境界値] は赤の線に対し平行な面が強調されて描画されます。
です。

[F11] 変更リセット] で初期状態を示します。に戻します。（り替え（メインコントロール）ます。

ウインによる操作ドウ左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。半分に、操作に使うボタンが並んには、ボクセルを開く値のヒスによる操作ト
グラムが表示されます。
頻度が最も高いところで、表示の高さを規格も読み込めます。高さ・幅・奥行きを正確に知りたいといところで、表示の高さ・幅・奥行きを正確に知りたいとさを開く規格
化したさまざまな物体＝オブジェクトを表示するためのソフトウェアです。 して出力（あり替え（メインコントロール）ます。
[F11] 倍率] は、1～100万倍まで選択し、できます。 

[F11] ヒスによる操作トグラム出力] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、ヒスによる操作トグラム
の数の値を開くテキスによる操作トデータで出力できます。

[F11] ボクセルを開くサーフェイスによる操作] ユニットの場合は、データ設定のダイアログが開きます。
は、右のような画面が表示されます。のようなダイアです。 ログがされます。
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[F11] 自動設定] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、[F11] 最も高いところで、表示の高さを規格大きさ値] を開くユニット設定の [F11] 最も高いところで、表示の高さを規格大きさ値]、[F11] 最も高いところで、表示の高さを規格
小値] を開く [F11] 下の側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。境界値] に合は、データ設定のダイアログが開きます。わせます。 

[F11] データ設定] に関しては拡して出力（は「5.8.データ設定」を開く参照して下して出力（下のさい。

[F11] 断面の色の変更・表示切り替え（メインコントロール）] で断面に疑似カラーを設定できます。３種類あるカラースケールカラーを開く設定できます。３種類あるカラースケール種類によっては、設定しても影あるカラースによる操作ケールを開く
のいずれかを開く選択し、して出力（くだ部分に、操作に使うボタンが並んさい。断面が彩色の変更・表示切り替え（メインコントロール）されて出力（描画されます。
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5.5. ユニット設定（サーフェイス・ボクセル）

メインによる操作コンによる操作トロールを開くから [F11] 設定] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、[F11] ボクセルを開く] ユニットで [F11] 描画方式で出力（] がA・STL）Bの場合は、データ設定のダイアログが開きます。は以下ののようなダイアです。 ログ
が表示されます。

画面左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。半分に、操作に使うボタンが並んにはヒスによる操作トグラムが表示されます。
ヒスによる操作トグラムの説明していきます。につ選びます。いて出力（は
「5.4. ユニット設定（サーフェイス・STL）ボクセルを開くサーフェイスによる操作）」を開く参照して下し
て出力（くだ部分に、操作に使うボタンが並んさい。

[F11] 明していきます。るさ] [F11] コンによる操作トラスによる操作ト] [F11] 表示するボクセルを開く値] を開く任意の角度でに
変更できます。

[F11] 表示するボクセルを開く値] につ選びます。いて出力（は、ヒスによる操作トグラム上でマ
ウスによる操作ドラッグして出力（変更することも読み込めます。できます。

[F11] 変更リセット] で初期状態を示します。に戻します。（り替え（メインコントロール）ます。 

5.6. ユニット設定（サーフェイス・ボクセル・カラー透過マップ）マップ）

メインによる操作コンによる操作トロールを開くから [F11] 設定] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、[F11] ボクセルを開く] ユニッ
トで [F11] 描画方式で出力（] がCの場合は、データ設定のダイアログが開きます。は右のような画面が表示されます。のようなダイアです。 ログが表示され
ます。

このダイアです。 ログでは透過マップ）マップの設定を開く行います。います。「
5.4. ユニット設定（サーフェイス・STL）ボクセルを開くサーフェイスによる操作）」と共通りの方法でファイルを開くことができます。の設定項
目が含まれるため、本項で解説します。も読み込めます。あり替え（メインコントロール）、この項では透過マップ）マップの設定につ選びます。いて出力（のみ上書き保存記述しましま
す。

[F11] 表示するボクセルを開く値]
下の部の水平スによる操作ライドバーで設定します。最も高いところで、表示の高さを規格大きさ・STL）中からファイルを一つ選びます。間点で奥と手前をカットして表示します。・STL）最も高いところで、表示の高さを規格小の3
つ選びます。があり替え（メインコントロール）ますが、最も高いところで、表示の高さを規格小≦中からファイルを一つ選びます。間点で奥と手前をカットして表示します。≦最も高いところで、表示の高さを規格大きさの位置関しては拡係を守る範囲内でを開く守る範囲内でる範囲んだ部分に、操作に使うボタンが並ん内にスケールバーを表示しまで
移動できます。直接数の値を開く入っているフォル力して出力（指定する事も可能です。も読み込めます。可能です。

[F11] 不透明していきます。度最も高いところで、表示の高さを規格大きさ値]
右のような画面が表示されます。の垂直スによる操作ライドバーで設定します。直接数の値を開く入っているフォル力する事も可能です。も読み込めます。
可能です。
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5.7. ユニット設定（サーフェイス・その基本操作他）

メインによる操作コンによる操作トロールを開くから [F11] 設定] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、[F11] ボクセ
ルを開くサーフェイスによる操作]・STL）[F11] ボクセルを開く]・STL）[F11] サーフェイスによる操作]・STL）
[F11] STL] ユニットでない場合は、データ設定のダイアログが開きます。は、[F11] 種別の] に応しているファイル形式は、じ項目が含まれるため、本項で解説します。て出力（右のような画面が表示されます。の
ようなダイアです。 ログが表示されます。

コンによる操作ボボックスによる操作・STL）チェックボックスによる操作は選択し、・STL）チェッ
ク時に切断平面を固定に反映されます。されます。

リスによる操作トを開く選択し、すると、右のような画面が表示されます。側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。で値の編集が可能になり替え（メインコントロール）ま
す。[F11] リスによる操作トに反映されます。] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと更新されます。されます。

[F11] 色の変更・表示切り替え（メインコントロール）]
コンによる操作ボボックスによる操作で3種類によっては、設定しても影のカラースによる操作ケールを開くを開く切り替え（メインコントロール）替え（メインコントロール）
えます。カラースによる操作ケールを開く上下ののスによる操作ライドバーで比べて描画速度率
を開く設定する事も可能です。ができます。上が右のような画面が表示されます。側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。、下のが左ボタンを押しながら、マウスをドラッグします。ドラッグの方向に回転します。側に回すと、オブジェクトが時計回りに回転します。に対
応しているファイル形式は、して出力（います。下の≦上の位置関しては拡係を守る範囲内でを開く守る範囲内でる範囲んだ部分に、操作に使うボタンが並ん内にスケールバーを表示しまで移
動できます。
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5.8. データ設定

ユニット設定ダイアです。 ログから [F11] データ設定] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、[F11] ボクセルを開くサー
フェイスによる操作]・STL）[F11] ボクセルを開く] ユニットの場合は、データ設定のダイアログが開きます。は右のような画面が表示されます。のようなダイアです。 ログが表示
されます。

[F11] 環境設定] の [F11] 大きさ容量データのデータ対策] を開く使うボタンが並ん用して出力（いる場合は、データ設定のダイアログが開きます。は、縮小サイズ設定ファイルがないフォルダの断面画像ファイルを
が表示されます。

[F11] ボクセルを開く情報] の [F11] サイズ設定ファイルがないフォルダの断面画像ファイルを] には、表示して出力（いるボクセルを開くデータの xyz 
方向から読み込みます。のボクセルを開く数のが表示されて出力（います。
1ボクセルを開くあたり替え（メインコントロール）の大きさきさを開くx、y、z方向から読み込みます。それぞれにつ選びます。いて出力（設定できま
す。単位は nm, um, mm, cm, m から選択し、できます。

ユニット設定ダイアです。 ログから [F11] データ設定] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、[F11] サーフェイスによる操作] 
ユニットの場合は、データ設定のダイアログが開きます。は右のような画面が表示されます。のようなダイアです。 ログが表示されます。

[F11] 座標範囲んだ部分に、操作に使うボタンが並ん]は、表示して出力（いるポリゴンによる操作サーフェイスによる操作データの x, y, z 方
向から読み込みます。の最も高いところで、表示の高さを規格小値と最も高いところで、表示の高さを規格大きさ値が表示されて出力（います。
単位は nm, um, mm, cm, m から選択し、できます。

メインによる操作コンによる操作トロールを開くから [F11] ボクセルを開く出力] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、以下ののようなダイアです。 ログが表示されます。
ボクセルを開くデータを開く [F11] 対応しているファイル形式は、ボクセルを開く値] を開く指定し、連続断面画像を開くで出力することができます。  

5.9. ボクセル出力

5.10. ポリゴン出力
メインによる操作コンによる操作トロールを開くから [F11] ポリゴンによる操作出力] を開く押して、断面画像の入っているフォルすと、以下ののようなダイアです。 ログが表示されます。
ポリゴンによる操作データを開く形式で出力（と倍率を開く指定して出力（出力することができます（サーフェイス・STL）現在は STLとOBJ 形式で出力（のみ上書き保存対応しているファイル形式は、して出力（います）。

[F11] OK] を開く押して、断面画像の入っているフォルした後、保存する場所、およびファイルを開く名を開く指定して出力（くだ部分に、操作に使うボタンが並んさい。 

[F11] OK] を開く押して、断面画像の入っているフォルした後、保存する場所を開く指定して出力（くだ部分に、操作に使うボタンが並んさい。 
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連絡先
お気づきの点がありましたら、づきの点で奥と手前をカットして表示します。があり替え（メインコントロール）ましたら、
有限会社ホワイトラビットホワイトラビット
support@white-rabbit.jp まで、メールを開くを開くくだ部分に、操作に使うボタンが並んさい。
ご感想、ご要望、バグ報告等、お待ちしております。感が生まれます。想、ご感想、ご要望、バグ報告等、お待ちしております。要望、バグ報告等、お待ちしております。ちして出力（おり替え（メインコントロール）ます。
バグ報告の際の描画領域の大きさと連動して表示されます。には、問題発生時に切断平面を固定の状況を詳しく付記していただけると助かります。を開く詳しく付記していただけると助かります。しく付記して出力（いただ部分に、操作に使うボタンが並んけると助かります。かり替え（メインコントロール）ます。

プログラムの最も高いところで、表示の高さを規格新されます。版については、弊社につ選びます。いて出力（は、弊社ホワイトラビットWebサイトでご感想、ご要望、バグ報告等、お待ちしております。確に知りたいと認できくだ部分に、操作に使うボタンが並んさい：
https://white-rabbit.jp/

6. その基本操作他

著作権等
・STL） 本ソフトは、フリーウェアです。 です。
・STL） 著作権は、作者である有限会社ホワイトラビットに帰属します。である有限会社ホワイトラビットホワイトラビットに帰属します。します。
・STL） 本ソフトウェアです。 は著作権法および、国際の描画領域の大きさと連動して表示されます。著作権条約により保護されています。により替え（メインコントロール）保護されています。されて出力（います。
・STL） 転載は原則として許可しません。は原則として許可しません。として出力（許可しません。
・STL） 本ソフトウェアです。 を開くリバースによる操作エンによる操作ジニアです。 リンによる操作グ、逆にするコンによる操作パイルを開く、逆にするアです。 センによる操作ブルを開くすることを開く禁止します。
・STL） 本ソフトウェアです。 および付属します。文書き保存の一つ選びます。部または全部を開く改変、除することも出来ます。去します。することを開く禁止します。
・STL） 作者である有限会社ホワイトラビットに帰属します。は、本ソフトウェアです。 の使うボタンが並ん用または使うボタンが並ん用不能から生じ項目が含まれるため、本項で解説します。るコンによる操作ピュータの故障、情報の消失、その他
あらゆる直接的に解除することも出来ます。および間接的に解除することも出来ます。被害に関して一切の責任を負いません。に関しては拡して出力（一つ選びます。切の責任を開く負いません。いません。

本マニュアです。 ルを開く中からファイルを一つ選びます。で使うボタンが並ん用したうさぎの3Dモデルを開くは：
Stanford Bunny
https://g)raphics.stanford.edu/data/3Dscanrep/
です。
深海魚のの3Dモデルを開くは：
3D-CT深海生物
http://www.aori.u-tokyo.ac.jp/project/3D/index.html
のデータを開く使うボタンが並ん用して出力（います。

Molcer の基本操作動作環境
・STL） 対応しているファイル形式は、OS　Windows 7 / 8 / 10

・STL） 1GB以上のメモリが必要、4GB以上のメモリを開く推奨
・STL） OpenGL3.mol" 3以上に対応しているファイル形式は、したグラフィックボードが必要

mailto:support@white-rabbit.jp
https://white-rabbit.jp/
https://graphics.stanford.edu/data/3Dscanrep/
http://www.aori.u-tokyo.ac.jp/project/3D/index.html
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White Rabbit

有限会社ホワイトラビットホワイトラビット
〒171-0032
東京都豊島区雑司が谷が谷2-22-9
TEL 03-3986-9959
E-mail info@white-rabbit.jp
https://white-rabbit.jp/

mailto:info@white-rabbit.jp
https://white-rabbit.jp/
https://white-rabbit.jp/
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